
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（12月1日現在）●人口209,300人（男104,814人・女104,486人）●世帯数 76,781戸 

広報  No. 200749

　新年明けましておめでとうございます。市民の皆さんには、輝かしい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。皆
さんにとって、この1年が輝かしい年となりますよう心から祈念申し上げます。 
　本市は、本年4月から特例市に移行することにより、市の実情に応じたまちづくりを進めることができるようになり
ます。これにより、事務の簡素化やスピードアップが図られ、市民サービスが向上するとともに、交流人口の増加や企
業進出が見込め、地域の活性化へ大きな効果が期待できます。 
　20万市民が健康で安心して暮らせるまちを実現するためには、市民と行政の協働が不可欠です。これからも、市民の
力を結集し、飛躍する伊勢崎市を築いていきます。 
　結びに、皆さんのますますのご健勝を心からお祈り申し上げ、新年のあいさつといたします。 
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本
市
の
市
民
憲
章
、
都
市
宣
言
、
市
の
木
・
市
の
花
が
12
月
議
会
で
議
決
さ
れ
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
道
し
る
べ
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
本

市
が
新
た
な
発
展
に
向
け
て
力
強
く
歩
ん
で
い
く
上
で
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

地
域
振
興
課
（
内
線
2
4
4
6
）

制
定
の
経
過

伊勢崎市民憲章

古くから赤城山のふもとに大きく開けた伊勢崎の地は、
水と緑と陽光の織りなす豊かな自然に育まれ着実に発展
してきました。わたくしたち伊勢崎市民は、先人が知恵
と勇気とたゆまぬ努力で築いてきた歩みを一人ひとりが
受けつぎ、さらに快適で希望と活力に満ちた住みよいま
ちをつくるため、この憲章を定めます。

１ いのちを大切にします
（人権尊重・福祉充実・環境保全・動物愛護・平和）

１ こころとからだをきたえます
（自己の向上・スポーツ振興・健康増進・教育振興）

１ お互いを尊重します
（友愛・寛容・思いやり・協調・マナー向上）

１ ふれあいを広げます
（コミュニティー参加・共感・和）

１ ふるさとの発展に力を合わせます
（郷土愛・産業振興・文化振興）

市の木（マツ）

※（ ）内は、本文に込められている意味や喚
かん

起
き

さ
れるイメージを例示しています
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市
の
木
の
選
定
理
由

検
討
委
員
会
で
は
、
市
の
木
は
、

古
く
か
ら
こ
の
地
域
に
広
く
自
生
、

ま
た
は
植
栽
さ
れ
て
い
る
樹
木
が

最
適
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ

り
、
ア
カ
マ
ツ
や
ク
ロ
マ
ツ
な
ど

を
含
む
総
称
と
し
て
の
「
マ
ツ
」

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
神
社
・
仏
閣
、
街

道
筋
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
、
県
内

有
数
の
名
木
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

公
園
や
公
共
施
設
な
ど
に
も
数
多

く
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
花
の
選
定
理
由

市
の
花
は
、
四
季
を
通
じ
て
楽

し
め
る
も
の
が
よ
い
と
い
う
考
え

方
で
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

旧
４
市
町
村
の
花
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
ま
し
た
。

開
花
時
期
を
見
る
と
、
ツ
ツ
ジ

は
春
、
サ
ル
ビ
ア
は
夏
か
ら
秋
、

キ
ク
は
秋
、
ス
イ
セ
ン
は
冬
か
ら

春
に
か
け
て
咲
き
ま
す
。
４
つ
の

花
を
合
わ
せ
れ
ば
、
四
季
折
々
に

花
を
楽
し
め
ま
す
。

そ
こ
で
、
４
つ
の
市
町
村
が
合

併
し
て
新
し
い
伊
勢
崎
市
を
つ
く

り
上
げ
る
象
徴
と
し
て
、
一
年
を

通
し
て
咲
く
「
四
季
の
花
」
と
い

う
意
味
で
、
４
つ
の
花
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

伸び行く元気なまち伊勢崎市 ③

市
の
木
・
市
の
花

今回制定された市民憲章などは、どのように市民に
広めていくのですか。

常設掲示板の設置やポスターなどの掲示物を作成し
て、学校や公民館などに掲示するなど、広く市民に
周知していきたいと考えています。また、4月に予
定している特例市誕生記念式典で披露するほか、全
国都市緑化ぐんまフェアinいせさきでも周知を図り
たいと考えています。

市民憲章、都市宣言、 
　　　市の木、市の花 

市 
花 の 

ツツジ（春） 

四季の花 

サルビア（夏） 

スイセン（冬） 

キク（秋） 

都　市　宣　言

人権尊重都市宣言
すべての人々の人権を平等に保障することは、だ

れもが幸せに暮らせる社会をつくる基礎になります。

わたくしたち伊勢崎市民は、お互いの理解と協力

と信頼により、一人ひとりの健康で幸福な生活を送

る権利を守り、みんなで明るく住みよいまちを築く

ため、ここに「人権尊重都市」を宣言します。

スポーツ都市宣言
スポーツに親しみ、スポーツをとおして健康な心

と体をつくり、友情とふれあいの輪を広げることは、

明るく健全な社会をつくる大きな力になります。

わたくしたち伊勢崎市民は、一人ひとりが生涯を

通じて健康で生きがいのある充実した生活を営み、

笑顔と活力あふれるまちを築くため、ここに「スポ

ーツ都市」を宣言します。

安心安全都市宣言
安心で安全な暮らしを脅かす災害や交通事故、犯

罪などをなくすことは、すべての市民の願いです。

わたくしたち伊勢崎市民は、一人ひとりが自分た

ちのふるさとは自分たちで守るという共通の考えを

持ち、みんなで手を取り合い、快適で心安らかに暮

らせるまちを築くため、ここに「安心安全都市」を

宣言します。

核兵器廃絶平和都市宣言
平和と安全を脅かす核兵器を地球上からなくすこ

とは、人類共通の願いです。

わたくしたち伊勢崎市民は、平和を愛する世界各

国の人々とともに永久の平和が実現することを強く

望み、核兵器のない世界を築くため、ここに「核兵

器廃絶平和都市」を宣言します。
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新
市
の
誕
生
を
記
念
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
緑
豊
か
な
潤
い
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
波
志
江
沼
環
境
ふ

れ
あ
い
公
園
を
合
併
記
念
公
園
と

位
置
付
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
に
は
、「
第
25
回
全

国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
in
い

せ
さ
き
」
の
主
会
場
と
し
て
、
多

く
の
来
園
者
を
お
迎
え
し
ま
す
。

合
併
記
念
交
流
施
設
「
観
覧
車
」
の

建
設20

万
市
民
の
心
を
１
つ
に
結
ぶ

新
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た

地
域
活
性
化
に
向
け
た
伊
勢
崎
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
周
辺
整
備
に
お

け
る
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
き
た
観
覧
車
ひ
ま
わ
り
の

後
継
と
し
て
、
高
さ
88
ｍ
、
乗
り

か
ご
48
台
の
新
た
な
観
覧
車
を
建

設
し
ま
す
。

新
市
の
シ
ン
ボ
ル

問い合わせ 緑化フェア担当課（内線2528）

合併記念公園「波志江沼環境ふれあい公園」整備計画図
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伸び行く元気なまち伊勢崎市 ④

都市の中に残された水
辺環境を十分に活用し、
新市のシンボルとなる
多機能公園をつくる 

基本 
コンセプト 

●公園づくりや管理への市民参画 
●地域コミュニケーションの場づくり 
●広域的な交流拠点の創造 
●多様なふれあいの創出 
●元気の素の提供 

「交流広場ゾーン」 
沼や赤城山の景色が美しく見える場所に観
覧車をつくる。 
市民の協力を得て花や緑を育て、それらに
触れることで元気になる癒しの場をつくる。 

「花の水辺ゾーン」 
今まで関連が薄かった陸域と水域をつなぎ、
誰でも散策できる華やかな湿地をつくる。
赤堀花しょうぶ園と連携する湿生花園をつくる。 

「はつらつ遊びゾーン」 
軽運動のできるストレッチ遊具や冒険遊び
が楽しめる遊具を設置した遊戯広場をつく
る。伊勢崎ＰＡとの連携を図る。 

「水辺の散策ライン」 
各ゾーンを結び、沼を周回する園路や園路
橋を整備する。 

「活力の森ゾーン 」 
既存樹林を保全し、また新たに雑木林を育
成して、樹林が発する精気を楽しめる森を
つくる。 
地域の植生を再生するビオトープをつくる。 

基本方針  

整備方針（4つのゾーンと1つのライン） 

合併記念公園「波志江沼環境ふれあい公園」整備計画 合併記念公園「波志江沼環境ふれあい公園」整備計画 

▲ 桜の散歩道

波志江沼環境ふれあい公園は、いつ完成するのですか。
また、緑化フェアはいつ開催するのですか。

公園は平成26年度に完成予定です。ぐんまフェアinい
せさきは、平成20年3月29日に波志江沼環境ふれあい
公園で開会し、本市独自のリレー方式により、市内の
花の名所をリレーして秋に波志江沼環境ふれあい公園
に戻ってきます。「健康とふれあい」をテーマに11月9
日まで開催されます。

沼の周りは、散歩できますか。

桜のトンネルを歩きながら沼の周りを1周できる絣模様
の園路1.8kmを整備し、新たに沼の中央に園路橋を架
けて、沼の上からの景色を眺めることができます。今
ある自然を残しながら、桜の名所として多くの皆さん
に愛される公園を目指します。

観覧車建設の手続きや住民への説明は、どのようにし
ていますか。

蘆観覧車建設は、スマートインターチェンジ設置などと
並ぶ、PA周辺開発の第一歩として、計画されています。

蘆市の長期的な方針を決める総合計画において承認され、
市議会でも予算および契約の議案が可決されています。
蘆地元住民をはじめ市民への説明会は、これまで22回
行っており、今後も実施していく予定です。

華蔵寺公園のひまわりは？

皆さんに親しまれてきたひまわりは、新しい観覧車に
バトンタッチをして撤去する予定です。

合併記念公園 
「波志江沼環境ふれあい公園」 

本件に関しご質問のある人は、電子メールまたはファ
クスで広報課へお寄せください。
数多く寄せられた質問については、広報いせさき紙面

上で回答します。
メールアドレス office＠city.isesaki.lg.jp
ファクス番号 23－9800
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募集期間 1月9日（火）から19日（金）まで

※土・日曜日は除きます

時間 午前8時30分～午後5時15分

受付会場 住宅課または各支所建設水道課

※入居するためには、所得制限や年齢制限（高齢者世帯、

子育て世帯など）、市税の滞納が無いことなどいくつか

の条件があります。申し込む前に必ず住宅課で確認して

ください

※申請書は住宅課または各支所建設水道課にあります

申し込みが多数となった場合は抽選会を行います

期日 1月28日（日）

時間 午前9時開始

会場 絣の郷（円形交流館）

7

市営住宅入居者募集 
3 戸  
2 戸  
1 戸  
3 戸  
7 戸  
1 戸  
1 戸  
3 戸  
7 戸  
2 戸  
1 戸  
2 戸  
1 戸  
1 戸  
1 戸  

母子世帯 
子育て世帯 
母子世帯 
子育て世帯 
母子世帯 
高齢者世帯 
身体障害者世帯 
単身者世帯 
子育て世帯 
一般世帯 
母子世帯 
子育て世帯 
子育て世帯 
子育て世帯 
特公賃住宅 

市営住宅入居募集一覧  

住 宅 名 世 帯 種 別 募集戸数 

茂 呂 島 住 宅  
 

豊 城 西 住 宅  
 
 
 

羽 黒 住 宅   
 
 
 
今 泉 住 宅  
境 木 島 住 宅  
境 広 瀬 住 宅  
赤 堀 千 鳥 住 宅  
iタワー花の森住宅 

世帯の概要など ※詳細は住宅課にお問い合わせください 
●母子世帯・・・現在婚姻していない昭和31年4月2日以降
　に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯 
●高齢者世帯・・・昭和31年4月1日以前に生まれた人で構
　成された世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限ります）
●身体障害者世帯・・・身体障害者がいる世帯 
●単身者世帯・・・昭和31年4月1日以前に生まれた人が単
　身で入居する世帯 
●子育て世帯・・・小学校未就学（平成12年4月2日以降生ま
　れ）の子どもがいる世帯 
●一般世帯・・・上記世帯に該当しない世帯 
●特公賃住宅・・・中堅所得者世帯が居住するための住宅で、
　収入月額が200,000円から601,000円までの世帯 

市営住宅の入居者を募集します。募集は申し込

み期間を設けて各世帯構成別に行います。期間外

の受け付けはできませんので、ご注意ください。

募集内容の詳細などについては、窓口や電話で

もお答えします。気軽にお問い合わせください。

※市ホームページからもご覧いただけます

問い合わせ

住宅課（内線2223）または各支所建設水道課

市
民
病
院
で
は
、
本
年
３
月
１

日
お
よ
び
４
月
１
日
採
用
の
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
試
験
申
込
書
は
、
市
民
病

院
２
階
総
務
課
で
配
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.h
o
sp
ital.

isesa
k
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
印

刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
書
類
の
請

求
・
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。
受
験

者
本
人
ま
た
は
代
理
人
が
直
接
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

職
種
・
採
用
人
員

●
看
護
員
（
看
護
師
・
准
看
護
師
）

＝
若
干
名

●
作
業
療
法
士
＝
１
人

年
齢
お
よ
び
資
格
要
件

●
看
護
員
＝
昭
和
41
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
必
要
な
免

許
を
有
す
る
人
ま
た
は
免
許
取
得

見
込
み
の
人

●
作
業
療
法
士
＝
昭
和
51
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
必
要

な
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
免
許

取
得
見
込
み
の
人

住
所
要
件

通
勤
可
能
な
範
囲
に

住
ん
で
い
る
人

受
付
期
間

１
月
４
日
（
木
）
か

ら
18
日
（
木
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時試
験
日

１
月
25
日
（
木
）

※
詳
細
は
本
人
に
通
知
し
ま
す

試
験
方
法

専
門
試
験
・
面
接
試

験
・
健
康
診
断

採
用
予
定
日

●
看
護
員
＝
免
許
を
有
す
る
人
は

３
月
１
日
、
免
許
取
得
見
込
み
の

人
は
４
月
１
日

●
作
業
療
法
士
＝
４
月
１
日

給
与
そ
の
他
の
条
件

市
の
条
例

な
ど
の
規
定
に
よ
り
ま
す

書
類
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ

市

民
病
院
総
務
課（
蕁
（25）
５
０
２
２
）▲ 地域医療を担う力に



8

期
間

１
月
16
日
（
火
）
か
ら
２

月
12
日
（
祝
）
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
で
す

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

会
場

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

内
容

昔
、
冬
の
暖
房
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
た
火
鉢
や
炬こ

燵た
つ

や
ぐ

ら
な
ど
の
民
具
を
展
示
し
ま
す

入
館
料

無
料

問
い
合
わ
せ

赤
堀
歴
史
民
俗
資

料
館
（
蕁
（63）
０
０
３
０
）

期
日

２
月
３
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場

東
京
福
祉
大
学

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員

２
５
０
人

内
容

●
基
調
講
演
「
笑
っ
て
健
康
に
な

り
ま
し
ょ
う
」

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
共

に
支
え
合
う
長
寿
社
会
の
あ
り
方

を
探
る
」

講
師

桂
前
治
さ
ん
（
中
島
英
雄

さ
ん
、
中
央
群
馬
脳
神
経
外
科
病

院
理
事
長
）

参
加
料

無
料

申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
送
付
し
て
く
だ

さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
８
３
１

山
王
町
２
０
２
０
―
１
　
東
京
福

祉
大
学
柳
沢
研
究
室

フ
ァ
ク
ス
番
号

（40）
３
０
６
１

申
込
締
切
日

１
月
24
日
（
水
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
（
内

線
２
１
７
９
）

期
日

２
月
９
日
（
金
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

４
０
０
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ

人
生
い
つ
も
あ
り
が
と
う

講
師

吉
川
精
一
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

入
場
料

無
料

申
し
込
み

１
月
21
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
で
入
場

券
を
配
布
し
ま
す

※
１
人
２
枚
ま
で

問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
課
（
内

線
３
３
５
３
）

期
日

１
月
27
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

伊
勢
崎
市
図
書
館

内
容

民
俗
学
の
観
点
か
ら
命
名

に
つ
い
て
考
え
ま
す

講
師

板
橋
春
夫
さ
ん

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
文
化
協
会
の
篠

原
み
ず
ほ
さ
ん（
蕁
（25）
３
９
９
６
）

市
民
の
活
性
化
と
福
祉
活
動
に

役
立
て
る
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

※
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

期
日

１
月
19
日
（
金
）

時
間

午
後
７
時
30
分
開
演
（
午

後
７
時
開
場
）

会
場

伊
勢
崎
プ
リ
オ
パ
レ
ス（
昭

和
町
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

本
木

博
幸
さ
ん
（
蕁
（21）
３
１
０
９
）

期
日

１
月
20
日
（
土
）

※
雨
天
決
行

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場

Ｊ
Ａ
佐
波
伊
勢
崎
さ
か
い

営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
（
上
武
士
）

内
容

●
野
菜
の
加
工
体
験
コ
ー
ナ
ー（
白

菜
キ
ム
チ
・
焼
肉
の
タ
レ
作
り
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

（
先
着
40
人
、
実
費
負
担
あ
り
）

●
「
ち
ぢ
み
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
料

理
の
展
示
と
試
食

●
地
場
産
農
産
物
の
直
売

●
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
け

ん
ち
ん
汁
・
ポ
ン
菓
子
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
勢

崎
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
蕁

（25）
１
２
５
２
）

期
日

１
月
16
日
（
火
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

販
売
品

手
作
り
小
物
・
木
工
製

品
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
せ
っ
け
ん

農
産
物
・
日
用
雑
貨
品
・
古
着
・

お
も
ち
ゃ
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５
０
１

１
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

催
し 

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

共
に
支
え
合
う

長
寿
社
会
に
向
け
て

勤
労
者
文
化
講
演
会

▲ 吉川精一さん

ベ
ジ
タ
フ
ェ
ア
さ
か
い

体
験
と
野
菜
が
い
っ
ぱ
い

樫
の
木
愛
あ
い
バ
ザ
ー

文
化
講
演
会

名

前

と

人

生

〜
命
名
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
〜

ソ
ン
グ
　
オ
ブ
　
ウ
イ
ン
ド

・

市民参加条例に基づく
実施状況などを掲載

市ホームページに、市民参加条例に基づく実施
状況や本市で開催されている審議会などの一覧、
審議会の今後の開催予定などを掲載しています。
ぜひ、ご覧ください。
問い合わせ 企画調整課（内線2405）

冬
の
あ
っ
た
か
民
具
展



期
日

１
月
23
日
か
ら
３
月
13
日

ま
で
の
火
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人

内
容

現
代
詩
の
鑑
賞
・
実
作
指

導
な
ど

講
師

曽
根
ヨ
シ
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

９
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
赤
堀
公
民
館
（
蕁

（62）
１
１
５
３
）

期
日

①
１
月
29
日
（
月
）、
②

２
月
５
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
始

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

①
・
②
各
10
人（
先
着
順
）

内
容

ブ
ロ
ー
チ
･
ペ
ン
ダ
ン
ト

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す

講
師

根
岸
直
子
さ
ん

参
加
料

１
、０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

10
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

期
日

２
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
以
上

定
員

50
人
（
先
着
順
）

内
容

白
い
陶
器
の
マ
グ
カ
ッ
プ

に
好
き
な
絵
や
文
字
を
張
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

参
加
料

１
、
３
２
５
円
（
材
料

費
・
保
険
料
・
昼
食
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

14
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０
０
）

期
日

２
月
９
日
・
16
日
・
23
日

３
月
２
日
の
金
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

南
公
民
館

定
員

15
人

内
容

小
物
入
れ
な
ど
を
作
り
ま
す

講
師

坪
山
ス
ミ
子
さ
ん

参
加
料

２
、
５
０
０
円
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

16
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

参
加
料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

期
日

２
月
３
日
・
10
日
の
土
曜
日

時
間

午
前
９
時
〜
11
時

会
場

北
公
民
館

対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

20
人

内
容

１
回
目
は
水
餃
子
・
焼
餃

子
、
２
回
目
は
シ
ュ
ー
マ
イ
・
蒸

餃
子
を
生
地
か
ら
作
り
ま
す

講
師

林り
ん

迎げ
い

煕き

さ
ん
、朱し

ゅ

坤こ
ん

霞か

さ
ん

参
加
料

１
、
０
０
０
円

用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

11
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
26
日

（
金
）
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

北
公
民
館
（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

9

講
座 

詩

作

教

室

七

宝

焼

き

教

室
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
作
り
教
室

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
教
室

・

子

ど

も

料

理

教

室

〜

中

華

料

理

編

〜

期日 １月24日（水）・2月28日（水）・
3月8日（木）・27日（火）
時間 午後7時～9時
会場 絣の郷（円形交流館）
参加料 無料
問い合わせ 文化観光課（内線3354）

▲ 金田一秀穂さん

市民教養講座 

～心地よい日本語～ 
 

世界一 

受けたい授
業 

世界一 

受けたい授
業 

世界一 

受けたい授
業 

期日 2月16日（金）

時間 午後7時開演（午後6時30分開場）

会場 赤堀芸術文化プラザ

対象 市内に在住の人

定員 511人

※定員を超えた場合は抽選です

講師 金田一秀穂さん（日本語学者）

入場料 無料（入場券

が必要です）

申込方法 往復はがき

に右図のとおり記入

し、郵送してください

※はがき1枚で2人ま

で申し込みできます。

重複での申し込みは

無効となりますので、

ご注意ください

申込締切日 1月26日

（金）

※当日必着

問い合わせ 赤堀公民

館（蕁62－1153）

往 信 

往復はがきの書き方 

伊
勢
崎
市
西
久
保
町
 

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
 

赤
堀
公
民
館 

　
「
市
民
教
養
講
座
」
係 

（往信 表） 

3 7 9 2 2 0 4

返信 伊
勢
崎
市
○
○
町
○
○ 

○
○
○ 

○
○
○
様 

（返信 表） 

（返信 裏） 

（往信 裏） 

応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・ 

郵
便
番
号
を
書
い
て
く 

だ
さ
い 

何も書かないで 
ください 

2人で申し込む
場合は2人の住
所・氏名・電
話番号を記入
し、代表者に
○印をつけて
ください 

81

小学生の描いた旧森村家住宅 小学生の描いた旧森村家住宅 
期日 1月20日（土）・21日（日）
時間 午前9時～午後4時
会場 旧森村家住宅（市指定重要文化財、連取町）
※アイオー信用金庫宮郷支店職員駐車場が利用できます

内容 宮郷第二小学校の児童が描いた写生画を展示します
入場料 無料
問い合わせ 文化財保護課（蕁24－0966）



期
日

１
月
26
日
か
ら
２
月
23
日

ま
で
の
金
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

１
〜
３
歳
の
幼
児
と
そ
の

親定
員

15
組

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手

遊
び
・
リ
ズ
ム
遊
び
・
新
聞
遊
び

お
や
つ
作
り
な
ど

講
師

横
山
由
美
子
さ
ん

参
加
料

３
０
０
円

※
親
子
と
も
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

16
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

期
日

２
月
７
日
・
14
日
・
28
日

の
水
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

乳
児
（
２
か
月
以
上
８
か

月
未
満
）
と
そ
の
親

定
員

15
組

内
容

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

６
０
０
円

用
意
す
る
も
の

バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

９
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
赤
堀
公
民
館
（
蕁
（62）

１
１
５
３
）

本
県
の
最
低
賃
金
・
産
業
別
最

低
賃
金
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
労
働
基
準

監
督
署
（
蕁
（25）
３
３
６
３
）

遺
跡
分
布
地
図
を
作
成
す
る
た

め
、
調
査
員
が
徒
歩
で
地
形
や
地

表
面
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

期
間

１
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬

ま
で

調
査
場
所

下
触
町
・
五
目
牛
町

市
場
町
二
丁
目
・
堀
下
町

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
蕁

（24）
０
９
６
６
）

期
日

２
月
５
日
か
ら
23
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

※
２
月
12
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

定
員

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料

４
、
５
０
０
円

申
し
込
み

１
月
21
日
（
日
）
以

降
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）
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本
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
燃
え
る
ご
み
の
う
ち
、
全
体
の

約
42
％
を
生
ご
み
が
占
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
生
ご
み
を
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
約
15

％
に
な
る
ま
で
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

生
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
は
水
分
で

す
。
そ
の
た
め
、
生
ご
み
を
焼
却

処
理
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動

で
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
次
の
こ

と
を
実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
キ
ッ
チ
ン
な
ど
か
ら
出
る
生
ご

み
は
、
十
分
に
水
分
を
切
っ
て
か

ら
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い

●
雑
草
は
多
く
の
水
分
を
含
ん
で

い
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
庭
に
埋
め
れ
ば
肥
料

と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
内

線
３
４
５
２
）

生
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
は水

分
で
す

ス
ポ
ー
ツ 

お
知
ら
せ 

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

1月20日（土）

1月21日（日）

1月27日（土）

1月28日（日）

三藤建設工業（株）

関川建設（株）

（有）太洋エンジニアリング

小林保全設備（株）

蕁62ー1726

蕁62ー3450

蕁32ー7873

蕁24ー1155

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

・

県
の
最
低
賃
金
が
決
定

製鋼・鉄素形材製造業 

群 馬 県 最 低 賃 金  

件　　　　　名 時間額 実 施 年 月 日  

一般機械器具製造業 

電気機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

平成18年10月 1 日 

 

平成18年12月20日 

産
業
別
最
低
賃
金 

654円 

763円 

753円 

751円 

753円 

最低賃金一覧表 

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を
行
い
ま
す

・

ス

ケ

ー

ト

教

室

◆ボルボ　グンマ・オート杯争奪戦 

◆【場外発売】山陽小野田市営第6回2節（山陽） 

◆【場外発売】ＧⅡさざんかカップ（船橋） 

◆オートレース情報ライブ杯ＧⅡグランプリ（ＧⅡ王者決定戦） 



平
成
19
年
度
に
市
内
の
小
・
中

養
護
学
校
な
ど
で
勤
務
す
る
臨
時

教
職
員
の
登
録
者
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
補
助
教
職
員

業
務
内
容

幼
稚
園
や
小
・
中
・

養
護
学
校
で
の
産
前
産
後
休
暇
や

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
教
職

員
の
代
替
勤
務

資
格

教
諭
・
養
護
教
諭
・
栄
養

職
員
と
も
職
種
に
応
じ
た
免
許
状

免
許
を
有
す
る
人

※
養
護
教
諭
は
、
看
護
師
・
保
健

師
免
許
を
有
す
る
人
も
可

●
市
費
非
常
勤
講
師

業
務
内
容

小
・
中
学
校
で
の
少

人
数
学
習
指
導
な
ど

資
格

校
種
や
教
科
に
応
じ
た
教

員
免
許
状
を
有
す
る
人

※
英
語
活
動
支
援
助
手
は
、
英
語

に
堪
能
で
あ
れ
ば
教
員
免
許
状
を

持
っ
て
い
な
い
人
も
可

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

受
付
会
場

学
校
教
育
課

用
意
す
る
も
の

写
真
１
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）

※
受
付
時
に
所
定
の
登
録
票
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

採
用
方
法

登
録
時
に
面
接
を
行

い
、
代
替
の
必
要
が
あ
る
場
合
は

電
話
で
連
絡
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
内

線
２
４
３
５
）

活
動
日

木
曜
日

※
１
月
11
日
（
木
）
か
ら
練
習
開
始

時
間

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30

分会
場

宮
郷
第
二
小
学
校

会
費

月
３
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
藤

久
美
子
さ
ん
（
蕁
（32）
２
６
７
１
）

ま
た
は
江
原
あ
や
子
さ
ん
（
蕁
（26）

０
３
８
７
）
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募
集 

臨
時
教
職
員
登
録
者
募
集

・

・

伊

勢

崎

コ

ー

ル

愛

会

員

募

集

①市男女共同参画計画案
本市では、男女共同参画計画の策定に取り組んでいます。これまで、

市民意識調査の結果を基に、男女共同参画計画策定委員会で審議が進め

られ、計画案がまとまりました。

そこで、市民の皆さんの幅広い意見を計画に反映していくため、本計

画案に対するパブリックコメント手続（市民意見提出手続）を行います。

皆さんの意見を聞かせてください。

※計画案の概要は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本館1

階）・人権課・各支所庶務課でご覧になれます

②市国民保護計画案
本市では、平成16年9月に成立した「武力攻撃事態等における国民の

保護のための措置に関する法律（国民保護法）」の第35条第1項の規定

に基づき、テロや武力攻撃などから国民の生命、身体および財産を保護

し、国民生活および国民経済に及ぼす影響を最小限にすることを目的と

した「市国民保護計画」を策定中です。

そこで、素案段階での計画を公表し、本計画案に対するパブリックコ

メント手続（市民意見提出手続）を行います。皆さんの意見を聞かせて

ください。

※計画案の概要は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本館1

階）・行政課・各支所庶務課でご覧になれます

＊　　　　　　　　＊

募集期間 ①については1月24日（水）まで

②については2月2日（金）まで

意見を提出できる人

●市内に在住・在勤・在学の人

●市内に事務所・事業所を有する個人または法人、そのほかの団体

●本市に納税義務がある人

意見の提出方法 所定の様式に、住所・氏名・計画案に対する意見とそ

の理由を記入し、直接または郵送、ファクス、メールで提出してくだ

さい

※所定の様式は、市民情報コーナー・各担当課・各支所庶務課に用意

してあります。市ホームページからもダウンロードできます

あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所各担当課（人権課

または行政課）

メールアドレス ①についてはjinken@city.isesaki.lg.jp

②についてはgyosei@city.isesaki.lg.jp

ファクス番号 23－9800

問い合わせ ①については人権課（内線2120）

②については行政課（内線2345）



確定申告の必要がない人でも、源泉徴収された所得
税額が、年間の所得について計算した所得税額よりも
多いときは、確定申告をすることによって所得税の還
付を受けられる場合があります。
このような申告を還付申告といいます。昨年分の還

付申告は、今月から税務署でできます。

還付申告の具体例
給与所得者で、次のような場合に還付申告をするこ

とができます。
①年の途中で退職したため、年
末調整が受けられず、源泉徴
収された所得税額が納め過ぎ
となっているとき
②一定の要件に当てはまるマイ
ホームなどを取得して、住宅
ローンがあるとき
③多額の医療費を支払ったとき
④特定の寄付をしたとき

問い合わせ 伊勢崎税務署（蕁25－3213）

1月20日（土） 
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藤原逸平さん 
（上武大学ビジネス情報学部3年） 

Daigakusei blog

悲
願
の
日
本
一
に
向
け
て 

の
高
い
チ
ー
ム
と
数
多
く
の
試
合

を
し
て
い
ま
す
。
相
手
の
良
い
所

を
吸
収
し
、
そ
れ
が
自
分
た
ち
の

力
に
な
る
よ
う
、
ま
た
何
事
に
対

し
て
も
良
く
考
え
て
練
習
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
季
は
春
・
秋
季
と
も
２
年
ぶ

り
と
な
る
リ
ー
グ
優
勝
（
関
甲
新

リ
ー
グ
）
を
決
め
、
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

秋
季
の
明
治
神
宮
大
会
（
全
国
大

会
）
で
は
初
戦
に
九
州
産
業
大
学

と
対
戦
。
延
長
15
回
の
末
、
３
対

５
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
大
事
な
場
面
で
送
り
バ
ン

ト
を
失
敗
し
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

特
に
４
年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後

習
す
る
中
で
、
大
学
野
球
と
い
う

も
の
に
触
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

痛
感
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
雨
天
練
習
場
、
内
野
が
３

面
使
え
る
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
設
備
の
中

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
夏
は
暑
く
、

冬
は
空
っ
風
と
い
う
厳
し
い
自
然

環
境
で
す
が
、
思
い
切
り
野
球
が

で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
技

術
的
、
ま
た
人
間
的
に
も
成
長
で

き
る
よ
う
に
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

春
・
秋
季
の
オ
ー
プ
ン
戦
期
間

に
は
、
企
業
チ
ー
ム
や
東
京
六
大

学
・
東
都
大
学
・
首
都
大
学
リ
ー

グ
な
ど
に
加
盟
し
て
い
る
レ
ベ
ル

私
は
石
川
県
の
遊
学
館
高
校

で
、
遊
撃
手
と
し
て
２
回
甲
子

園
に
出
場
し
、
べ
ス
ト
８
ま
で

勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
学
で
は
日
本
一
に
な
り

た
い
と
い
う
思
い
で
、
何
度
も

全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
た
上

武
大
学
に
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
上
級
生
と
一
緒
に
練

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

当日は、新遊具スカイファイターを終日無料開放し
ます。
通常利用料金 70円
※3歳から利用できます（未就学児は付き添い者の
同伴が必要です）

●「スカイファイター」オープン記念イベント
期日 1月20日（土）
時間 午前10時開始
内容 オープニングでちびっ子ダンス・和太鼓・大道
芸などが披露されます
問い合わせ 文化観光課（内線3338）または華蔵寺
公園遊園地（蕁25－4478、http://www8.wind.
ne.jp/kezouji/）

の
試
合
だ
っ
た
だ
け
に
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り

ま
し
た
。

私
は
今
年
か
ら
主
将
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
試
合
で
流
し
た

悔
し
涙
を
忘
れ
ず
、
チ
ー
ム
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

果
た
せ
な
か
っ
た
日
本
一
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
全
国
に
上
武
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
、
谷
口
監
督
を
ぜ
ひ
と
も
胴

上
げ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
リ
ー
グ

戦
で
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
球
場

ま
で
足
を
運
ん
で
、
温
か
い
声
援

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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あずま図書館 

赤堀図書館 

今月の休館日 

境図書館 

伊勢崎市図書館 
■としょかんこども会

期日 １月20日（土）
時間 午前11時開始
会場 １階児童室
内容 「ミニ子夢ズ」の皆さんによる読
み聞かせ

■おはなし会

期日 土・日曜日
時間 午前11時・午後２時の２回
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアと職員による
絵本や紙芝居の読み聞かせ

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ

期日 １月13日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局

期日 １月13日・27日の土曜日
時間 午前11時～11時45分
（27日は正午まで）

会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■こどもアニメシアター

「ウルトラマンコスモス」

期日 １月21日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■こども映画会

「マダガスカル」

期日 １月27日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 都会の動物園にいる動物たちが、
ある日動物園から脱走！でも、人間に
捕まってしまい…。

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞

かせ

期日 １月20日・２月３日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

図書館ボランティア募集
対象 県内に在住で、土・日曜日を中

心（平日でも）に活動できる人

内容 本棚の整理など

※詳しくは伊勢崎市

図書館へ

伊勢崎市図書館
1日（祝）から3日（水）までと10日・17日・
24日・31日の水曜日と8日（祝）と25日（館
内整理日）

赤堀図書館
1日（祝）から3日（水）までと15日・22日・
29日の月曜日と9日（火）と26日（館内整理日）

市民プラザ図書室
1日（祝）から3日（水）までと9日・23日の火
曜日

あずま図書館
1日（祝）から3日（水）までと15日・22日の
月曜日と8日（祝）と25日から31日まで（蔵書
点検期間）

境図書館
1日（祝）から3日（水）までと15日・22日・
29日の月曜日と8日（祝）と26日（館内整理日）
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期日 1月14日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
内容 低・中・高学年の部に分かれて、1
位から3位まで賞状と賞品が出ます
申し込み 開始10分前から

期日 1月20日（土）
時間 午後2時開始
内容 「バーバーロック」の皆さんによ
る大型紙芝居やパネルシアター
申し込み 開始10分前から

期日 1月21日（日）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
内容 羊毛でアクセサリーを作ります
参加料 100円
申し込み 1月13日（土）から直接また
は電話で

今月の投影番組
テーマ 冬の一等星を探そう！
内容 冬の星座や明るい星の紹介です
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回

期日 1月13日（土）
時間 午後1時30分開始
対象 小学生以上
定員 30人（先着順）
講師 「ヴィッツ」の皆さん
用意するもの 上履き
申し込み 1月4日（木）から直接または
電話で

期日・対象
●1月16日（火）＝0歳児
●1月23日（火）＝1歳児
●1月30日（火）＝2歳児
時間 午前10時30分開始
定員 各日10組
申し込み 1月14日（日）午前9時30分
から11時30分までに直接
※定員を超えた場合は午前11時30分
から抽選を行います

期日 1月27日（土）
時間 午後2時30分開始
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本の読み聞かせや紙芝居です

期日 1月20日（土）
時間 午後1時30分開始
定員 30人（先着順）
内容 大型カルタや人間すごろくをしま
す。手作りお年玉ももらえます
申し込み 1月10日（水）から直接また
は電話で

期日 1月13日（土）
時間 午前11時・午後2時の2回
申し込み 開始10分前から

期日 1月14日（日）
時間 午前10時～午後4時
申し込み 当日午前10時から随時

期日 1月20日（土）・21日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 輪に毛糸でうずまき模様を作ります
申し込み 午前10時から随時

●赤堀児童館
期日 1月17日（水）
●赤堀あさひ児童館
期日 1月18日（木）
●赤堀南児童館
期日 1月23日（火）

＊　　　＊
いずれも
時間 午前10時30分～11時30分
対象 市内に在住の幼児とその保護者
用意するもの はさみ・のり・フェルト
ペン
申し込み 当日午前10時から

期日 1月27日（土）
時間 午後１時開始
対象 小学生以上
定員 40人（先着順）
申し込み 当日までに直接または電話で

上毛カルタ大会

読み聞かせ

手芸教室

プラネタリウム

境町ジャンボカルタ遊び

レクリエーションゲーム

ジャンボカルタと福笑い遊び

くるくるうずまき模様を編もう

親子でリトミック

読み聞かせ

あそびはじめ

わいわいクラブ～ダブルダッチ～

あそびの教室～鬼のお面作り～

つ
る
ま
う
 

か
た
ち
の
 

ぐ
ん
ま
け
ん
 

つ
 



用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

筆
記
用
具
は
毎
回
、
１
日
目
＝
バ

ス
タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

開
催

日
の
３
日
前
ま
で
に
、
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

期
日

２
月
４
日
（
日
）

※
雨
天
中
止

時
間

午
前
９
時
開
始

※
あ
ず
ま
水
生
植
物
公
園
駐
車
場

集
合

コ
ー
ス

伊
勢
崎
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
「
自
然
満
喫
大
鳥
居
の
コ

ー
ス
」
５
km

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
医

師
か
ら
運
動
の
制
限
を
受
け
て
い

な
い
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
で
き
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
直
接
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
用
紙
は
各
申
し
込
み

先
な
ど
に
あ
り
ま
す

※
フ
ァ
ク
ス
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
あ

ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（

（62）
６

６
１
７
）

問
い
合
わ
せ

あ
ず
ま
保
健
セ
ン

タ
ー

期
日
・
会
場

●
１
月
12
日
（
金
）
＝
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

●
１
月
17
日
（
水
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

開
放
時
間

午
前
９
時
〜
11
時

内
容

自
由
遊
び
と
手
遊
び
な
ど

問
い
合
わ
せ

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
へ

日
程

左
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

接
種
当
日
に
満
３
か
月
以

上
７
歳
６
か
月
未
満
の
乳
幼
児
お

よ
び
児
童

接
種
方
法

６
週
間
以
上
の
間
隔

を
あ
け
て
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
飲
み

ま
す

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

予
診
票

※
体
温
は
会
場
で
測
り
ま
す

※
下
痢
の
と
き
は
接
種
を
避
け
て

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
会
場

●
１
月
24
日
（
水
）
＝
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

●
１
月
25
日
（
木
）
＝
赤
堀
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
１
月
26
日
（
金
）
＝
境
保
健
セ

ン
タ
ー

●
１
月
30
日
（
火
）
・
31
日
（
水
）

＝
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
連
れ
で
も
安

心
で
す
（
31
日
は
除
き
ま
す
）

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の

女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
19
年
３
月
31
日
現

在
の
も
の
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診（
一
方
だ
け
は
不
可
）

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、

０
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
医
療
受
給
者

証
取
得
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

１
月
24
日
（
水
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日

２
月
２
日
・
16
日
の
金
曜
日

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体

験
な
ど
、
２
日
目
＝
講
義
「
妊
娠

中
か
ら
の
食
生
活
」、
先
輩
マ
マ
と

の
交
流

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん

集
団
検
診

両

親

学

級

母

乳

相

談

15

・

・

・

・

定
期
予
防
接
種
（
ポ
リ
オ
接
種
）

赤

ち

ゃ

ん

広

場

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集

ポリオ予防接種の日程表 
期　　日 会　　場 

1月24日（水） 

1月26日（金） 

1月29日（月） 

2月 7日（水） 

2月 8日（木） 

2月 9日（金） 

赤堀保健福祉センター 

あずま保健センター 

健康管理センター 

境保健センター 

 
 
 
 

乳幼児健診
と同じ 

該当地区 
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お正月もいろいろと様
変わりしてしまった気が
する。メールを年賀状代
わりに送る人たち。元日
から開いているコンビニ。
たこ揚げをする子どもた
ちもあまり見かけなくな
ってしまった。
しかし、そのような中

で、わが家の正月料理と
いえば、お雑煮とおせち
料理。昔から変わらない。
今やいつでも食べるこ

とのできるものばかりで
あるが、やはりお正月に
食べるのが一番いい。こ
れからもずっと楽しみに
していたい。 （ふ）

母校を盛り上げた伝統の技（あずま北小学校）

創立20周年を迎えたあずま北小学校。体育館を使っ
て行われた記念式典では、同校に在籍する上州あ

ずま童
わらべ

せせらぎ太鼓のメンバー21人がアトラクション
に登場。「上州」「からっ風」「轟

とどろき

」の3曲を元気いっぱい
に演奏し、会場を大いに盛り上げました。
ステージを終えた皆さんは、「知っている人ばかりだ

ったので、とても緊張しました」と少し堅さもあったよ
うです。それでも、「練習のときよりも上手にできまし
た。自己採点としてはほぼ満点だったと思います」と自
分たちの演奏に満足そうな笑顔を浮かべていました。

「榛名湖の黄
たそ

昏
がれ

」

撮影者
中島代志枝さん（下武士西）


